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緒　　　　　言

我が国におけるバレイショの品種は，明治時代に導入さ

れた男しゃくいもあるいは大正時代のメ一・クィン等の古い

ものが現在もなお主要ん－1種として栽培されており，国内育

成品種の普及割合は低い現状にある。しかし最近では，食

用，食品側u二的あるいはでんぷん焼料用とそれぞれの利用

日的に適した占71種が育成され．今後これらのl訂1種の栽培面

積の増加が掛持される。本試験は，新しく育成された品種

の栽培特性を古い品種のそれと比較する目的で行なったも

のであり，特に施肥量に対する生育反応から，いくつかの

品種の乾物生産，分配特性を知ろうとしたものである。

材料及び方法

試験は1981年と1982年三の2か年間実施した。供試品種は

男しゃくいも，ワセシロ，トヨシロ．メークィン及び農林

1号の計5占71椎である。施肥最は8－－8－8化成肥料で0，

7．5，15，30吻／／1の4水準設け，全最を基肥として条施し

た。栽横密度は417株／a（60×40（Ⅶ）である。1区約24戒

の2反覆分割区法を用いた。1981年には4月22日．1982年

には4月20日に煩付け，萌芽後2茎仕立とした。

開花勅と最大繁茂朋の2回．生育中庸な株を各区5枚ず

つサンプリングして器官別の生体垂，乾物重等を測定し，

彙身については葉面積を測定した。成熟期には各区7戒ず

つを拙取り．収量関連形質を凋盃した。

結果及び考察

（1）1981坪の結果

萌芽後1～2遇閲で施肥量による生育の差が靭著にみら

れ．株の生育舅は0＜7．5く15，30吻区の雌であった。開

花始め及び開花盛馴ま処理による差がみられなかったが．

萎渦動は施肥迫が多い区程遅れろ傾向を示した。

施肥出の多少に伴う生育最の変動はメ　クィン，トヨシ

ロで大きく，男しゃくいも．ワセシロで小さかった。農林

1号は7．5～3曲射／／aの施肥最の範囲では変動が小さかった。

器官別の増加率についてみると，男しゃくいもと農林1号

においては茎壷の増加率が他の品種に比べて小さかっだ。

一一qJ

トヨシロとメークィンは施肥星増加に伴う地上部生育星

の増加がともに大きいが．メークィンでは塊茎への分配率

の低下が大きかったのに対しトヨシロではそれが小さかっ

た。男しゃくいも，ワセシロ及び農林1ぢ・は施肥出増加に

伴う地上部生育jlとの増加は相対的に′」、さく，そのため塊茎

への分配率の低下は小さかった。

1981年の結果から．塊茎への乾物分配効率の扁い品梓と

して男しゃくいも，ワセシロ及びトヨシロが，低い品種と

してメークィンがそれぞれ類別された。なお．この年は生

育期閲を通じての低温のため，生育【1＿とが例年より小さく，

施肥効果も小さく発現したものと思われろ。

（2）1982年の結果

前年に比べ好天に恵まれたため生育；朗；大きく，施肥効

架が大きく発現した。

図1には開花期と最大繁茂期における器官別乾物重を示

した。施肥鎚の増加に伴い，各品種とも最大繁茂勅の地上

部乾物室は増加したが，メークィンでは葉身の．ワセシロ

では茎の増加率がそれぞれ大きく，この傾向は開花瓢から

最大繁茂朋にかけて助著となった。葉面積指数（LAl）

はメークィン，ワセシロで大きく．これはメークィンでは

葉身の割合が大きいためであり，ワセシロでは比彙面積

（SLA）が大きいことに起因していた。

凶2には塊茎収出の変動を示した。施肥逼増加に伴う塊

茎収i止の増加程度は，ワセシロ（実奴）及び男しゃくいも

（0区に対する比率）で大きく．農林1号で小さかった。

他の3品種岡の差は明らかでなかった。

凶3には，最大繁茂期における地上部乾物重及びLAl

と塊茎収益との関係をホした。最大繁茂期の地上部乾物重

が約250g／読，LAIが約4までは，これらの増加に伴っ

て各品種とも塊茎収足が虐線的に増加した。それ以上の範

囲では品種によるばらつきがみられ．塊茎収最はワセシロ

で高く仁農林1号．メークィンで低い傾向がみられた。

2か年の結果から．塊茎への乾物分配効率の高い品種と

して男しゃくいもとワセシロが．低い品蛙として農林1号

とメークィンが，それぞれ類別された。本試験では施肥量

に対する反応から乾物分配特性をあたが，乾物分配に幽与

する要凶については不明な点が多いので，今後乾物生産過

程あるいは根の機能等の点からの検討を続けろ予定である。
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図1施肥量と器官別乾物重との関係（19＄2）

注．全図共通：0男しゃくいも．△ワセシロ，▲トヨシロ．●メークィン，●農林1号
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図2　施肥量と塊茎収量との関係（1982）
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図日l　地上部乾物重及びLAIと塊茎収量との関係（1982）




